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Ⅰ 新技術の解説 

1 要旨 

通い農業支援システムは安価かつ簡便なハウス遠隔監視システムであり、県内の生産者におい

て導入されている。そこで、複数人で栽培管理状況を共有できる「通い農業支援システムv2」（農

研機構開発）を営農再開地域のトルコギキョウ生産者間で実証したところ、効率よくデータの共

有と情報交換が可能であった。 

 

（１） 「通い農業支援システムv2」では栽培管理に関するデータを取得でき、生産者のデータ 

を相互に閲覧することができる（表１、図１）。 

（２） 「通い農業支援システム v2」を導入した生産者へのヒアリング調査では、非熟練者からは

栽培に関する質問がしやすいこと、熟練者からはデータを見ながらアドバイスがしやすく

なったとの意見が出された（表２）。 

（３） 実証結果を基に活用情報をまとめた「通い農業支援システムv２」作成マニュアルが公開さ

れる予定である。 

 

２ 期待される効果 

（１） トルコギキョウをはじめとした施設園芸品目の生産者間の効率的な情報共有に役立つ。 

 

３ 活用上の留意点 

（１） 本システムを導入する際には、相互に報告や相談ができる場として効率よく活用するため、

栽培品目の栽培暦を共有し、報告や相談を行う手法を取り決めるなど、事前に運用方法を決

めておく必要がある。 



 

Ⅱ 具体的データ等 

表１ 通い農業支援システム v2 の特徴 

 
 

 
図１ データ共有の例 

 

表２ ヒアリング調査結果の主な内容 

 

 

Ⅲ その他                   

１ 執筆者 

小林航太 

２ 実施期間 

   令和３～７年度 

３ 主な参考文献・資料   

（１） 生産者間で栽培管理状況を情報共有できる通い農業支援システム v2作成マニュアル（仮題）

（2025） 農研機構東北農業研究センター  

（２） 佐藤優平ら,営農再開地域のストック及びトルコギキョウ栽培における通い農業支援システム

の活用と評価,東北農業研究, 2023, 76, p91-92. 

（３） 令和２年度営農再開実証技術情報「IoT 機器を使ったほ場の温度通知システム」福島県農業総

合センター浜地域農業再生研究センター  

通い農業支援システム 通い農業支援システムv2

公開年 2021年 2026年

データの利用方法 個人で確認 複数経営体、指導的立場の者と共有

通知データの種類 環境データ 環境データ、生育画像、かん水管理データ等

生産者名 ヒアリング内容

・メッセージ共有アプリでの意見交換の場ができたのでわからないことを聞くことができた。

・温度や土壌水分に関する通知については栽培管理に役立った。

・温度管理の誤りに気がついた後、ハウス管理を調整し熟練者と同じ温度管理になると達成感があった。

熟練者 ・通知などで非熟練者とメッセージ共有アプリ上でつながっていると指導しやすい。指導の機会ができる。

非熟練者

※１　ヒアリング調査は試験ほ場主の非熟練者及び熟練者に対して行った。

※２　2022年3月～2025年9月の間に複数回ヒアリング調査を行った結果の一部である。


